









一一一一一一一一一一一【 29 】←一一ー一一一一一 一十一一一一「
氏名・(本籍) 杉 田 き;1円よ主し
ょこ
学位の種類 二E 学 i専 士
学位記番号 第. 740 γ仁Jゴー
学位授与の日付 昭和 40 年 4 月 23 日
学位授与の要件 学位規則第 5 条第 2 項該当
学位論文;J誕百 マグネシア系耐火物の工学的特性に関する研究
(主査)
論文審査委員 故 j叉石野 俊夫
(副査)



















Jß 3 主主 マグネシアレンガの焼結収納とその速度におよぼす各種要因の影響
焼結収縮反応，粘品成長を主体に温度の影響について研究した。まず理怨状態での焼結収納速度式
各種について考察し，っさに実|擦のマグネシアレンガを対象に 1600-17000 C の範囲で再力|は~~収納
率を測定し，その結果を解析した結果，焼結収納率と、砧度および II !j:間の関係を定量的に表示すること





第 4 :11主 マグネシアレンガの高温 (20000 C) 加熱による性状変化について




第 5 章 マグネシアレンガの荷重軟化点におよぼす荷重値の影響とミクロ組織の変化





第 6 章 マグネシアレンガの熱間圧縮クリープ
は丞 0.5--2.0 kg/cm2，温度 16000C での圧縮クリープを試み，マグネシアレンガの変形は時間
の半方根に比例することを見出し， シャモットレンカーなど A1203 -Si02 系耐火物について適用され
ていたクリープ特性式を修正した特性式を誘導した。乙の結果は窯炉での変形率の推定に利用でき
る。さらに荷重値およびミクロ組織とクリープ特性の関連について考察した。





























第 4 章では，今まで例を見ない高温(約 20000 C) におけるマグネシアレンガの加熱(変化を測定









第 6 章は荷重 0.5--2.0 kg/cm2 • 温度 16000 C での圧縮クリープを式み，マグネシアレンガの変
形がH~:ll日の平方根に比例する乙とを見出し，シャモットレンガなど， A1203-Si02 系耐火物について
迎用されたクリープ特性式を修正した新しい式を議導している。また市主値およびミクロ組織とクリ
ープ特性との関連性についても考察している。
最後に第 7 章においてマグネシア系耐火物のスラグに対する挙動を尖l祭の炉床使用後レンガおよび
スタンプの性状変化を測定することによって研究している。マグネシア系耐火物の炉床における担粍
はスラグの滋透による耐火性の低下によって進行すること，さらに，その診透機構は主として気孔を
通じての毛細管現象によることを推論し，これを実験によって裏づけている。
第 8 章は総括である。
本論文;は実際上の立場ーからマグネシア系耐火物の諸特性が沿皮，圧力またはスラグによってし、かに
変化するかを精細に検討したもので，その使用上ならびに製造上多くの有益な指針を提供している。
耐火物の改良，開発は，その使用条件と耐火物の特性との対応関係を明確にすることによりはじめ
て可能であり，この意味で本研究は耐火物研究の)J法論的見地からも今後の研究に寄与するところ大
である。したがって，博士論文として価値あるものと認める。
